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知
ら
れ
る
。
講
習
堂
叉
は
尺
五
堂
と
践
し
た
。
平
安
の
人
。
際
原
一
珠
洲
郡
路
線
に
銀
座
し
、
今
は
春
日
前
祉
と
講
す
る
。
一
珠
洲
郡
上
町
・
駒
渡
を
潤
し
、
松
波
を
北
流
し
て
海

マ
ツ

F
Z
チ
ゴ
松
百
越
後
畠
山
氏
の
臣
で
、
一
師
団
協
の
高
弟
と
し
て
博
肌
明
治
活
襲
名
識
々
た
る
も
の
一
式
内
等
萄
位
記
に
、
『
路
線
春
日
神
社
。
西
海
郷
馬
線
一
に
注
ぐ
。
、
流
程
二

O
粁
像
。

弘
治
三
年
祖
弁
景
隆
の
臣
山
薙
監
物
と
期
羽
咋
郡
志
雄
一
が
あ
っ
た
。
昌
三
初
め
年
十
入
、
堕
臣
秀
頼
に
謁
し
一
村
銀
座
。
萄
枇
也
。
』
と
あ
る
。
一
マ
ツ
ナ
ξ
キ
松
並
木
加
賀
を
南
北
に
縦
貫
す

に
戦
う
て
敗
れ
た
。
鹿
島
郡
松
百
を
領
し
た
故
に
氏
一
て
大
皐
を
講
じ
、
後
去
り
て
節
商
の
諸
侯
に
遊
説
し
一
マ
ツ
ナ
ギ
タ
ウ
ゲ
馬
鎌
峠
珠
洲
郡
馬
繰
の
う
一
る
北
陸
街
道
に
は
松
並
木
が
戴
ゑ
ら
れ
て
ゐ
る
。
慶

と
し
た
も
・
の
で
あ
ら
う
。
一
た
が
皆
合
は
ず
。
寛
永
十
七
年
詮
に
前
田
光
高
の
勝
一
ち
鰐
附
か
ら
、
鈴
内
の
う
ち
川
坂
谷
内
に
越
え
る
峠
。
一
長
六
年
前
回
利
長
の
時
よ
り
初
り
、
そ
の
後
風
飢
木

マ
ッ
ト
ガ
ハ
松
戸
川
羽
咋
郡
赤
住
領
大
藤
か
一
に
臨
じ
て
北
に
下
っ
た
。
昌
三
門
人
多
〈
、
我
が
儒
一
マ
ツ
ナ
シ
松
梨
能
奨
都
板
禄
郷
に
鴎
す
る
部
一
は
務
賓
の
検
査
を
経
て
関
係
村
落
に
下
附
し
、
跡
地

ら
流
出
、
問
領
で
海
に
入
る
。
流
程
=
一
粁
許
。
一
臣
に
し
て
巌
も
霊
き
を
震
し
た
木
下
限
庵
も
亦
そ
の
一
一
帯
。
文
化
入
年
入
居
十
七
日
こ
の
村
の
百
姓
四
郎
右
一
に
補
植
せ
し
め
る
が
、
若
し
費
用
多
大
な
る
時
は
滞

マ
ツ
ド
ノ
ウ
へ
ノ
松
百
の
上
野

H
Wト
ラ
鹿
一
一
人
で
あ
っ
た
。
晩
年
仕
を
僻
し
、
京
に
蹄
り
て
敬
一
街
門
そ
の
宅
地
を
掘
っ
て
、
古
銅
の
鰐
口
を
得
た
。
一
費
を
以
て
し
た
。
現
存
の
も
の
に
就
い
て
見
る
に
、

島
郡
松
百
に
麗
す
る
。
賓
永
元
年
の
能
登
一
覧
記
に
、
一
授
し
、
明
暦
三
年
現
し
た
。
年
六
十
六
。
長
子
邑
易
、
一
径
五
寸
七
分
。
表
に
『
備
中
州
新
見
庄
新
縞
寺
銀
守
一
一
里
の
聞
に
片
側
八
百
三
十
様
、
即
ち
ご
聞
に
封
し

『
松
百
上
野
へ
懸
り
、
上
野
よ
り
下
る
坂
下
に
熊
野
の
一
一
橋
に
在
っ
て
家
事
を
停
へ
、
次
子
永
=
一
は
後
に
加
賀
一
節
也
。
臨
安
六
年
践
次
突
卦
五
周
初
八
日
願
主
右
衛
一
一
様
の
割
合
を
以
で
し
た
も
の
弘
知
〈
恩
は
れ
る
。

小
祉
あ
り
o』
と
起
す
る
o

一
務
の
侍
鍛
と
な
っ
た
。
昌
三
著
す
所
、
五
経
集
註
首
一
門
尉
靭
久
光
。
』
と
廻
り
替
に
錨
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
マ
ツ
ナ

εケ
イ
ズ
松
波
菜
園
一
班
、
畠
山
義

マ
ツ
ド
ノ
ス
シ
松
宙
の
餅
け
い
ト
ゥ
鹿
島
郡
一
醤
・
四
密
事
実
貫
録
・
古
文
鍵
割
以
後
集
首
醤
・
三
髄
蹄
一
マ
ツ
ナ
ミ
松
波
珠
洲
郡
木
郎
郷
に
臆
す
る
部
一
統
の
三
男
義
智
が
文
明
六
年
三
周
能
菅
珠
洲
郡
松
彼

松
百
で
製
し
た
名
産
の
齢
。
管
見
に
飼
れ
た
最
初
は
、
一
首
書
・
葬
倫
抄
・
古
今
後
集
抄
・
提
子
抄
・
諜
求
鈴
・
誠
一
務
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
鵜
倒
よ
り
一
塁
十
六
町
。
上
一
城
に
強
っ
た
以
来
の
系
闘
で
、
森
間
平
次
の
秘
笈
議

天
文
日
記
サ
ご
年
悶
正
周
に
、
『
従
損
井
震
去
年
之
脅
一
議
孫
数
等
が
あ
る
。
一
り
の
馬
次
也
。
家
数
一
一
一
百
軒
徐
あ
り
。
此
郷
の
大
村
一
番
に
攻
め
て
ゐ
る
。

信
、
容
魚
五
・
背
臨
一
一
栂
・
松
百
鈷
ハ
鉾
〉
一
桶
来
。
』
と
一
マ
ツ
ナ
ガ

εツ
ヤ
ス
松
一
氷
光
保
遁
穏
四
郎
兵
一
に
て
昔
の
城
下
な
り
。
此
村
は
松
波
常
陸
介
と
い
う
一
マ
ツ
ナ
ミ
ヨ
ウ
松
波
港
珠
洲
郡
松
波
の
海
面

い
ふ
に
在
る

0
4ジ
ヤ
ノ
ス

Y

蛇
の
俳
。
一
街
。
成
井
次
郎
兵
衛
に
宵
工
の
業
を
習
ひ
、
加
賀
藩
一
て
、
畠
山
類
襲
の
領
地
六
高
石
の
城
下
な
り
し
也
。
一
を
い
ふ
。
赤
崎
及
び
尾
の
崎
に
よ
っ
て
擁
せ
ら
れ
、

マ
ツ
ド
パ
シ
松
百
橋

H
N
V
ト
ウ
鹿
島
郡
松
百
一
の
御
細
工
者
に
な
っ
た
。
四
郎
兵
衛
光
延
・
四
郎
兵
一
安
正
の
胎
謙
信
勢
の
矯
に
務
城
せ
り
。
城
山
は
北
の
一
稿
僧
形
を
な
し
て
ゐ
る
。

の
入
江
に
架
け
た
橋
で
、
長
さ
穴
間
一
尺
幅
二
問
。
一
衛
叉
は
勝
助
光
践
を
経
、
安
永
の
頃
に
は
勝
助
叉
は
一
川
向
の
松
山
也
。
風
農
の
地
也
。
此
筋
目
と
い
う
て
一
マ
ツ
ナ
ミ
ジ
ヨ
ウ
松
波
按
珠
洲
郡
松
波
に
在

織
に
渡
し
て
あ
る
と
い
ふ
の
で
慌
に
珍
し
が
ら
れ
て
一
庄
兵
衛
光
正
が
あ
り
、
文
政
の
頃
に
は
庄
藤
光
茂
が
一
翻
欝
院
と
い
ふ
百
姓
あ
り
。
』
と
あ
る
。
一
っ
て
、
松
波
氏
の
組
畠
山
常
陸
介
義
智
か
ら
常
陸
介

ゐ
た
o
こ
の
橋
の
附
廷
で
蛇
の
鮮
が
斑
ら
れ
た
と
い
一
あ
っ
た
o

一
マ
ツ
ナ
ミ
ウ
ヂ
松
波
氏
組
畠
山
常
陸
介
義
智
一
義
親
に
至
る
ま
で
六
代
百
五
年
こ
L

に
蟻
っ
た
o
越

ふ
o
硲
廼
の
句
に
。
『
能
管
闘
に
赴
て
訟
百
の
橋
。
は
一
マ
ツ
ナ
ギ
馬
繰
珠
洲
郡
西
海
郷
に
臨
す
る
部
一
は
畠
山
義
統
の
=
一
男
で
、
文
明
六
年
三
局
珠
洲
郡
松
一
電
賀
三
州
志
故
嬢
考
に
、
『
木
郎
郷
松
波
村
領
域
跡
。

し
嫡
の
胞
の
ふ
と
き
や
秋
の
風
』
一
務
。
本
光
寺
文
書
貞
利
五
年
卯
且
十
一
日
附
の
も
の
一
波
に
入
部
し
、
一
一
一
千
徐
貨
を
領
し
た
。
そ
の
子
畠
山
一
此
村
砂
演
往
・
謹
よ
り
西
北
方
の
山
上
、
幅
七
十
関
税
制

マ
ツ
ナ
ガ
Z
イ
ゾ
ウ
松
来
示
三
昌
=
一
の
次
子
一
に
『
馬
繋
捕
内
恒
利
名
々
・
荒
職
事
』
、
ま
た
路
永
サ
三
一
大
隅
義
成
亦
後
に
常
陸
介
と
い
ひ
、
そ
の
子
常
陸
介
一
自
民
五
百
聞
許
の
腕
あ
り
。
高
低
艶
土
地
の
諮
紋
伎
に

で
あ
る
。
昌
三
の
晩
年
仕
を
僻
し
て
京
広
腸
り
、
明
一
年
入
居
の
も
の
に
『
奉
寄
滋
馬
繰
大
明
紳
御
下
地
事
』
一
義
越
は
夫
し
、
共
の
子
常
陸
介
常
震
を
経
て
、
常
陸
一
存
せ
り
。
』
と
あ
る
。

路
三
年
を
以
て
夜
す
る
や
、
高
治
二
年
前
回
綱
紀
に
一
な
ど
L
見
え
る
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
馬
繰
村
、
滋
僻
一
介
義
穏
に
至
り
初
め
て
松
波
民
を
稽
し
、
共
の
子
常
一
マ
ツ
ナ
句
ミ
シ
ン
メ
イ
シ
ヤ
松
波
紳
明
批
珠
洲

仕
へ
て
践
三
百
石
を
受
け
、
侍
讃
に
任
じ
、
突
の
業
一
ひ
大
谷
村
よ
り
村
つ
ど
き
一
里
あ
る
村
也
o
大
関
・
一
陸
介
義
親
に
至
っ
た
。
義
親
夫
正
五
年
七
尾
落
城
の
一
郡
松
波
に
鎮
座
し
た
が
、
今
存
せ
ぬ
o
能
菅
誌
に
'
、

を
紹
い
で
家
聾
を
墜
さ
な
か
っ
た
o
初
め
綱
紀
は
木
一
鰐
崎
・

圃圃圃


